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水泳指導における補助具の活用

－足ひれ（フィン）の活用について－
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本研究は，年齢19歳から22歳までの健康な大学生62名を対象に，クロールやバタフライのタイム

及びそれぞれのキックだけのタイムについて，22mの距離で，足に足ひれ（フィン）を装着した条

件も加えて測定し，またさらには，足ひれの活用に関するアンケート調査を実験後に実施すること

によって，水泳の指導手段としての足ひれの活用について検討を行った。その結果，水泳指導にお

いて，足ひれを活用することは，活用条件時のタイムの短縮や活用後の泳力の向上，とりわけ泳力

の向上と重要な関係にあるキック詠に効果がみられ，また呼吸などの指導上重要なポイントを効果

的に助長することが認められ，補助具としての有効性が高いことが推察された。

［キーワード］学校体育　水泳指導　補助具　足ひれ

I序論

水泳では，呼吸動作や移動のために浮力や推進力を得る必要があり，そのためには腕や

脚の動作，体幹の動作・姿勢保持等を行う運動が重要で，その指導に際しては，それらの

重点の正しい動作を習得させることが必要と考えられる4）6）10日4）。一般に，その指導の

手段としては，正しい動作のイメージを模範や言語，VTRによって与えたり，指導者や

仲間が泳者のからだの一部を支持してやったり，手や足を持ってその動作の通り動かして

やって，その要領を体得させる村助の方法があげられる11）。しかし，実際の学校体育に

おける水泳の指導や練習の場面では，対象の人数が多く，これらの重要な点を同時にしか

も効果的に指導するのは困難な状況にあると考えられる1）。実際にこの点を解決する指導

の工夫として，ビート板やパドル，ヘルパー等の補助具の活用が一般に行われているl）7）
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11）18） 。水泳の指導の中でも，脚の動作は，推進力を生むのみならず，浮力，バランス，  

舵取の機能をもっている8）＝）とされており，重要な要素であると考えられる。また，  

キックの能力は，泳力と高い相関関係を示すとされ指導上重要な要素と考えられ，ビート  

板を用いたキックの技術練習が頻繁に行われている1＝）丁〉11）18） 。また，足ひれについて  

も，足首の矯正等に活用されている丁〉。しかし，これらの補助具に関する実践的先行研究  

がみあたらず，その成果は不明確である。また，中でも指導上重要な要素と考えられる脚  

の動作の補助具である足ひれについては，具体的に検討した研究はみあたらない。   

そこで本研究では，年齢19歳から22歳までの健康な大学生62名を対象に，クロールやバ  

タフライのタイム及びそれぞれのキ 

れ（フィン）を装着した条件も加えて測定し，またさらには，足ひれの活用に関するアン  

ケート調査を実験後に実施することによって，水泳の指導手段としての足ひれの活用につ  

いて検討することを目的とした。  

Ⅱ 実験方法  

被験者は，19歳から22歳までの健康な大学生男子28名女子34名計62名で，泳力の違いに  

おける比較のために，事前調査により，クロールの泳力が50m以上あるグループ（Tra  

ined Group 23名 以下T．G．と略記する）と22m以上50m未満のグルpプ  

（Unt rained Group 39名 以下Un．G．と略記する）とにグループを  

分け実験を行った。実験は，1992年7月21日・25日の2日間，岩手大学の50mプールで  

行った。第1日目の気温は26℃，水温24℃，第2日日の気温は28℃，水温25℃であった。  

この2日間のうち，第1日目はT．G．，第2日目はUn．G．を対象に，①22mクロー  

ル②22mバタ足キック泳③22mドルフィンキック泳④22mバタフライの4泳法を課題とし，  

ダイビング用の足ひれ（フィン）をC．装着しない条件（以下Cと略記する），F．装着  

した条件（以下Fと略記する）の2条件を加えて，以下の方法でタイムを計測した。幅22  

mのプールの側面の壁をスタートの合図で蹴ってスタートさせ，22mをクロール（対象；  

男子28名・女子34名）・バタ足キック泳（対象；男子28名・女子34名）・バタフライ（対  

象；男子19名・女子7名）・ドルフィンキック泳（対象；男子28名・女子34名）の各泳法  

で，足ひれ（フィン）をC．条件，F．条件で，それぞれ1回ずつ泳がせ，ストップ  

ウオッチで計測した。ただし，C．F．2条件の測定の臓序による影響を検討するために，  

T．G．とUn．G．をそれぞれ男女別に，無作為に半分に分け，最初にC．条件で泳い  

でその後F．条件で泳ぐグループと，最初にF．条件で泳いでその後C．条件で泳ぐグ  

ループとに分けて実験を行った。また，バタ足キック泳・ドルフィンキック泳については，  

ビート板を上から両手を約10cmの間隔で揃えて前方の端をもたせ，肘を伸展した肢位条  

件で泳がせて測定した。   

また，実験の終了後に，被験者全点を対象として，水泳指導上重要なポイント川）11）  

12）＝）の中から呼吸・ストリームライン・ローリング・キックのコツに関して，足ひれの  

C．F．2条件閣での比較のアンケート調査（表1）を実施した。   

以上の方法で得たデータを，大型コンピュータやパーソナルコンビコL一丁タを用いて，相  

関分析やTテストによる有意差検定，さらにはアンケートの集計を行ったさ）。   
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衰lタイム測定後の呼吸・ストリームライン・ローリング・キックのコツに関する足ひ  
れ（フィン）をC．装着しない条件とF．装着した条件の2条件間での比較のアン  
ケート調査用紙  

】牢仁＝褒鵬重安 rオ儲」■唯アンケート  

氏名（  掛声   

工．フィンの活用につレヽて、以■‾Fの項モヨに答えて下さレヽ。  

1） クロールiこ一つレヽて  

①呵叫及Iまと■ちらのプチカ薫蒋引こできましたカゝ○  

・フィン有り  ・フィン素焦し  ・同   じ  

②棚をごオ坪に保一っことi土と－ちらのつ百分喋にで巷ましたか●  

・フィン有り  ・フィン素乾し  ・同   じ  

く∋〉 ローリング（脾＜D醜）iまどちらのプぎがスムーズにできましたか・  

・フィン有り  ・フィン無し  ・同   じ  

⑳その手也、フィンを償ってクロールをしたと専の融を一己入して下さい。   

2）ノヾタ足Iこつレヽて  

くD水の憩先を強く感じたのむ土どちらでしたカゝ。  

・フィン有り   ・フィン無し  ・同   じ  

②脚を鞭のようにtわカ＞すことがで尊たのⅠまどちらでしたか。  

・フィン有り   ・フィン無し  ・同   じ  

⑧膝の曲力奮りな土どちらの方舟≦大きカゝったですカ＞。  

・フィン有り  ・フィン無し  ・同   じ  

㊨その他、フィンを使ってパタ足をしたときの鼎を晋己入して1r名い。  

3）ドル足 く雨足印専ノヾタ足）‡こ一⊃レヽて  

①水瑚濾先を強く感じたのⅠ土と■ちらでしたカゝ○  

・フィン有り ・フィン無し・同じ  

⑳脚を惑のように動かすことができたのはどちらでしたか。  
・フィン有り   ・フィン無し  ・同   じ  

⑧膝＜D曲カ1りiまどちらのつ冒か吠専カゝったですか。・  

・フィン有り   ・フィン宍絶し  ・同   じ  

④そのf也、フィンを使ってパタ足をしたときの戯を臥して下さい。  

皿 実験特異   

1．各泳法における足ひれ（フィン）をC．装着しない条件とF．装着した条件間のタ  

イムの相関関係   

表2及び図1・2・3．・4は，各泳法における足ひれをC．装着しない条件（以下Cと  

略記する）とF．装着した条件（以下Fと略記する）間のタイムの相関関係について，ク  

ロールの泳力が50m以上あるグループ（Trained Group 23名 以下T．G．  

と略記する）と22m以上50m未満のグループ（Untrained Group 39名  

以下Un．G．と略記する）別に示している。   

22mクロpルにおいて，被験者全体のC．条件での平均タイムは21．0秒（N＝62，SD   
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±5．1），F．条件での平均タイムは15．5秒（N＝62，SD±2．7）であり，両条件聞に統  

計的に有意な相関関係が認められた（N＝62，r＝0．93，p＜0．001）。また，T．G．の  

C．条件での平均タイムは16．2秒（N＝23，SD±2．3），F．条件での平均タイムは13．0  

秒（N＝23，SD±l．2）であり，両条件間に統計的に有意な相関関係が認められた（N  

＝23，r＝0．8l，p＜0．001）。Un．G．のC．条件での平均タイムは23．9秒（N＝39，  

SD±4．0），F．条件での平均タイムは17．1秒（N＝39，SD±2．1）であり，両条件間  

に統計的に有意な相関関係が認められた（N＝39，ー：＝0．弼，p＜0．001）。   

22mパタ足キック泳において，被験者全体のC．条件での平均タイムは28．5秒（N＝62，  

SD±8．6），F．条件での平均タイムは17．1秒（N＝62，SD±3．5）であり，両条件間  

に統計的に有意な相関関係が認められた（N＝62，ー＝0．825，p＜0．001）。また，T．  

G．のC．条件での平均タイムは22．8秒（N＝23，SD±4．2），F．条件での平均タイム  

は14．6秒（N＝23，SD±1．7）であり，両条件閤に統計的に有意な相関関係が認められ  

た（N＝23，r＝0．67，p＜0．001）。Un．G．のC．条件での平均タイムは31．8秒（N  

＝39，SD±8．9），F．条件での平均タイムは18．5秒（N＝39，SD±3．4）であり，両  

条件間に統計的に有意な相関関係が認められた（N＝39，ー＝0．76，p＜0．001）。   

22mドルフィンキック泳において，被験者全体のC．条件での平均タイムは39．6秒（N  

＝60，SD±16．2），F．条件での平均タイムは21．4秒（N＝61，SD±5．6）であり，両  

条件間に統計的に有意な相関関係が認められた（N＝60，r＝0．71，p＜0．001）。また，  

T．G．のC．条件での平均タイムは28．1秒（N＝23，SD±9．4），F．条件での平均タ  

イムは17．0秒（N＝23，SD±3．6）であり，両条件間に統計的に有意な相関関係が認め  

られた（N＝23，r＝0．73，p＜0．001）。Un．G．のC．条件での平均タイムは46．8  

秒（N＝37，SD±15．4），F．条件での平均タイムは24．1秒（N＝37，SD±5．0）であ  

り，両条件間に統計的に有意な相関関係が認められた（N＝37，ー＝0．52，p＜0．001）。   

22mバタフライにおいて，被験者全体のC．条件での平均タイムは22．4秒（N＝26，S  

D±5．6），F．条件での平均タイムは17．1秒（N＝26，SD±4．1）であり，両条件間に  

統計的に有意な相関関係が認められた（N＝26，r＝0．88，p＜0．001）。また，T．G．  

のC．条件での平均タイムは22．1秒（N＝23，SD±5．5），F．条件での平均タイムは16．  

8秒（N＝23，SD±3．9）であり，両条件間に統計的に有意な相関関係が認められた（N  

＝23，r＝0．88，p＜0．001）。Un．G．のC．条件での平均タイムは25．1秒（N＝3，  

SD±6．9），F．条件での平均タイムは19．1秒（N＝3，SD±5．4）であり，両条件間  

に相関の傾向が認められた（N＝3，ー＝0．99，p＜0．1）。  

2．各泳法における足ひれ（フィン）をC．装着しない条件とF．装着した条件間のタ  

イムの差   

図5は，各泳法における足ひれをC．装着しない条件とF．装着した条件聞のタイムの  

差（A＝C．条件でのタイムーF．条件でのタイム）について，T．G．とUn．G．を  

比較して示している。   
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表2 各泳法における足ひれ（フィン）をC．装着しない条件とF・装着した条件閤の  
タイムの相関関係   

ドルフィ ン バタフライ  クロール  バタ足  

0．938  0．819  0．Tl1  0．881  

0．0001  0．0001  0．0001  0．0001  く
 
 

r
 
p
 
m
 
 

80  23  82  62  
0．813  0．6T3  0．T29  0．881  

0．0001  0．0004  0．0001  0．0001  く
 
 

r
 
p
 
m
 
 

Trained  

23  23  23  23  
0．861  0．T81  0．518  0．g9  

0．0001  0．0001  0．001  0．1  く
 
 

r
 
p
 
m
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T「甘edU…よn合一  

回2 ′くタ足キック泳における足ひれ（フィン）を  
c．装着しない条件とF．装着した条件閤の  
タイムの相関湖順  

22mバタフライタイム（F）（sec）  
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22mバタフライタイム（C）（sec）  
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回さドルフィンキック泳における足ひれ（フィン）  
をC．装着しない条件とF．装着した条件間の  
タイムの相関朋係  

T一群仙悪ned  

図4 ′ヾタフライにおける足ひれ（フィン）を  
c．装着しない条件とF．装着した灸件間の  
タイムの相関関係   
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てフ⊂コ鵬ノし  バタ文王キック  ドルニフィン＝Fツク  バタフライ  

Trained Untr且；ned                                           ・「   ■・  

＞k＊＊：Pく（⊃．0（⊃1  

図5 各泳法における足ひれ（フィン）をC．装着しない条件とF．装着した条件間の  
タイムの差（△＝C．条件でのタイムーF．条件でのタイム）   

22mクロールにおいて，被験者全体のC．条件とF．条件間のタイムの差の平均は5．9  

秒（N＝62，SD±2．7）であり，両条件間に統計的に有意な差が認められた（N＝62，  

t＝15．7，p＜0．001P－Tt e s t）。また，T．G．のC．条件とF．条件間のタイ  

ムの差の平均は3．3秒（N＝23，SD±1．5）であり，両条件間に統計的に有意な善が認め  

られた（N＝23，t＝10．3，p＜0．001P－Tt e s t）。Un．G．のC．条件とF．  

条件間のタイムの差の平均は6．9秒（N＝39，SD±2．5）であり，両条件間に統計的に有  

意な差が認められた（N＝39，t＝17．3，p＜0．001P－Ttes t）。また，T．G．  

のC．条件とF．条件間のタイムの差は，Un．G．のC．条件とF．条件間のタイムの  

差よりも，統計的に有意に小さいことが認められた（t＝6．2，df＝60 p＜0．001T  

t e st）。   

22mバタ足キック泳において，被験者全体のC．条件とF．条件間のタイムの差の平均  

は11．4秒（N＝62，くSD±6．1）であり，両条件聞に統計的に有意な差が認められた（N  

＝62，t＝14．7，p＜0．001P－Tt es t）。また，T．G．のC．条件とF．条件間  

のタイムの差の平均は8．2秒（N＝23，SD±3．3）であり，両条件間に統計的に有意な差  

が認められた（N＝23，t＝12．1，p＜0．001P－Tt es t）。Un．G．のC．条件  

とF．条件間のタイムの差の平均は13．3秒（N＝39，SD±6．7）であり，両条件間に統  

計的に有意な差が認められた（N＝39，t＝12．5，p＜0．001P－Ttes t）。また，  

T．G．のC．条件とF．条件間のタイムの差は，Un．G．のC．条件とF．条件間の  

タイムの差よりも，統計的に有意に小さいことが認められた（t＝3．4，df＝60 p＜  

0．001Tt e s t）。   

22mドルフィンキック泳において，被験者全体のC．条件とF．条件間のタイムの差の  

平均は18．3秒（N＝60，SD士12．8）であり，両条件間に統計的に有意な差が認められた  

（N＝60，t＝11．1，p＜0．001P－Ttes t）。また，T．G．のC．条件とF．条  

件聞のタイムの差の平均は11．1秒（N＝23，SD±7．2）であり，両条件間に統計的に有  

意な差が認められた（N＝23，t＝7．4，p＜0．001P－Ttes t）。Un．G．のC．  

条件とF．条件間のタイムの差の平均は22．7秒（N＝37，SD±13．5）であり，両条件間  

に統計的に有意な差が認められた（N＝37，t＝10．2，p＜0．001PpTt es t）。ま  

た，T．G．のC．条件とF．条件閤のタイムの差は，Un．G．のC．条件とF．条件  

間のタイムの差よりも，統計的に有意に′l増いことが認められた・（t＝3．8，df＝58   
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p＜0．001Tt e s t）。   

22mバタフライにおいて，被験者全体のC．条件とF．条件間のタイムの差の平均は  

5．4秒（N＝26，SD±2．7）であり，両条件閤に統計的に有意な差が認められた（N＝祁，  

t＝10．2，p＜0．001P－Tt e s t）。また，T．G．のC．条件とF．条件間のタイ  

ムの差の平均は5．3秒（N＝23，SD±2．8）であり，両条件間に統計的に有意な差が認め  

られた（N＝23，t＝9．1，p＜0．001P，Tt es t）。Un．G．のC．条件とF．条  

件間のタイムの差の平均は6．0秒（N＝3，SD±l．7）であり，両条件間に統計的に有意  

な差が認められた（N＝3，t＝5．9，p＜0．05 P－Ttes t）。また，T．G．のC．  

条件とF．条件間のタイムの差と，Un．G．のC．条件とF．条件問のタイムの差との  

間には，統計的な有意差が認められなかった。（t＝3．8，df＝58 p＜0．001Tt e  

S t）。   

図6は，各泳法における足ひれ（フィン）をC．装着しない条件とF．装着した条件間  

のタイムの差（△＝C．条件でのタイムーF．条件でのタイム）について，各泳法間を比  

較して示している。被験者全体における，C．条件とF二条件間のタイムの差は，クロー  

ルよりもバタ足キック泳（N＝62，t＝9．4，p＜0．001P－Tt e s t）で，またバタ  

足キック泳よりもドルフィンキック泳（N＝60，t＝5．8，p＜0．001P－Tt e s t）  

で大きいことが統計的に有意に認められた。クロールとドルフィンキック泳との間には統  

計的な有意善が認められなかった（N＝60，t＝l．9，NS P－Tt e s t）。T．G．  

における，C．条件とF．条件間のタイムの差は，クロールよりもバタ足キック泳（N＝  

23，t＝9．l，p＜0．001P－Tt e s t）で，またバタ足キック泳よりもドルフィン  

キック泳（N＝草3，t＝2．1，P＜0．05 P－Ttes t）で大きいことが統計的に有意  

に認められた。クロールとドルフィンキック泳との間には統計的ぢ有意差が認められな  

かった（N＝23，t＝l．4，NS P－Tt e s t）。Un．G．における，C．条件とF．  

条件間のタイムの差は，クロールよりもパタ足キック泳（N＝39，t＝6．g，p＜0．001  

P－Tt e s t）で，またバタ足キック泳よりもドルフィンキック泳（N＝37，t＝5．9，  

p＜0．001P－Tt e s t）で大きいことが統計的に有意に認められた。さらにC．条件  

とF．条件閤のタイムの差は，クロールよりもドルフィンキック泳（N＝37，t＝2．7，  

p＜0．05 P－Tt es t）で大きいことが統計的に有意に認められた。   
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ク⊂〕－ノし  パタ居辛ツク  ドノレフインキツク  

米米X：p＜0．001  
米米：p＜0．01  

ノて夕居辛ツク  ドルフィンキック  

X米米：p＜0．001  
X米：p＜0．01  

クローノし  

図6 各泳法における足ひれ（フィン）をC．装着しない条件とF．装着した条件間の  
タイムの姜（△＝C．条件でのタイムーF．条件でのタイム）についての各泳法間  
の比較   
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3．各泳法における足ひれ（フィン）をC．装着しない条件・’F．装着した条件の2条  

件の測定順序によるタイムへの影響  

図7は，各泳法におけるC．条件でのタイムを，T．G．とUn．G．の別に，最初に  

足ひれをF．装着した条件で泳いでその後C．装着しない条件で泳ぐグループ；FCGと，  

最初にC．装着しない条件で泳いでその後F．装着した条件で泳ぐグループ；CFGにつ  

いて比較して示している。T．G．においては，クロールでFCGが16．2秒（N＝23，S  

D±2．1），CFGが16．5秒（N＝23，SD±2．2），バタ足キック泳でFCGが23．4秒（N  

＝23，SD±4．2），CFGが23．3秒（N＝23，SD±4．6），ドルフィンキック泳でFCG  

が30．0秒（N＝23，SD±9．6），CFGが28．4秒（N＝23，SD±8．8）であり，どの  

泳法においてもFCGとCFGの間には統計的に有意な差は認められなかった。Un．G．  

においては，クロールでFCGが23．5秒（N＝39，SD±3．5），CFGが25．2秒（N＝＝39，  

SD±3．5），バタ足キック泳でFCGが3l．5秒（N＝39，SD±8．6），CFGが32．8秒  

（N＝39，SD±9．2），ドルフィンキック泳でFCGが44．5秒（N＝38，SD±3．5），C  

FGが51．1秒（N＝38，SD±3．5）であり，クロール（F＝8．7 DF＝1 p＜0．Ol）  

とドルフィンキック泳（F＝7．7 DF＝1p＜0．01）において，FCGがCFGより  

も統計的に有意にタイムが速いことが認められた。  

タイム（秒）  Trained  

卜“ノレフイニノ耳＝ツク  
∩＝23  

ノフ［コーノし  ノヤタ居辛ツク   
∩＝23  n＝23  

先に足ひれをつけた＝クリレープ 後にj≡ひれをつけ六ニグループ                                                                                                                           ■                  ■  

タイム（秒）  Unt「ained  

「一旦1  r←茎当  60   

50   

40   

30   

20   

10  

0  
ク⊂コール  バタ足キック  ドルフィンキック  
∩＝39  ∩＝39  ∩＝38  

先に足ひれ奄つけにグループ 後に足ひれ奄つけにグループ                    r「   

米米：Pく○、01  

図7 各泳法における足ひれ（フィン）をC．装着しない条件とF．装着した条件の  
2条件の測定版序によるタイムへの影響。   
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4．足ひれ（フィン）をC．装着しない条件とF．装着した条件で泳いだ後の足ひれ活  

用の効果についてのアンケート調査   

図8－1は，被験者全員を対象とした足ひれの活用についての事後アンケート調査結果  

を，クロールに関する3つの質問項目についてT．G．とUn．G．別に，横軸にそれぞ  

れのグループの被験者数を100％として示している。呼吸のやり易さについては，足ヒレ  

を活用した時と回答したものがT．G．で42．3％，Un．G．で51．4％，足ヒレを活用し  

ない時と回答したものがT．G．で7．7％，Un．G．で2．9％，同じと回答したものがT．  

G．で50．0％，Un．G．で45．7％，ストリームラインのつくり易さについては，足ヒレ  

を活用した時と回答したものがT．G．で76．9％，Un．G．で63．9％，足ヒレを活用し  

ない時と回答したものがT．G．で7．7％，Un．G．で13．9％，同じと回答したものが  

T．G．で15．4％，Un．G．で22．2％，ローリングのスムーズさについては，足ヒレを  

活用した時と回答したものがT．G．で57．7％，Un．G．で62．9％で，足ヒレを活用し  

ない時と回答したものがT．G．で15．4％，Un．G．で11．4％，同じと回答したものが  

T．G．で26．9％，Un．G．で25．7％であった。以上のことから，クロールにおいて足  

ひれを活用することで，Un．G．の約半数に，呼吸が楽になるという傾向がみられ，ま  

た，全体の約60％から80％に，ストリームラインのつくり易さやローリングのスムーズさ  

の点で楽になるという傾向がみられた。   

図8－2は，被験者全員を対象とした足ひれの活用についての事後アンケート調査結果  

も バタ足キック泳に関する3つの質問項目についてT．G．とUn．G．別に，横軸に  

それぞれのグループの被験者数を100％として示している。足で感じる水の抵抗感の大き  

い条件については，足ヒレを活用した時と回答したものがT．G．で65．4％，Un．G．  

で77．8％，足ヒレを活用しない時と回答したものがT．G．で34．6％，Un．G．で22．2  

％，同じと回答したものがT．G．で0％，Un．G．でも0％，脚の鞭運動のやり易さ  

については，足ヒレを活用した時と回答したものがT．G．で84．6％，Un．G．で75．0  

％，足ヒレを活用しない時と回答したものがT．G．で11．5％，Un．G．で8．3％，同  

じと回答したものがT．G．で3．8％，Un．G．で16．7％，膝の曲がりの大きい条件に  

ついては，足ヒレを活用した時と回答したものがT．G．で48．0％，Un．G．で30．6％  

で，足ヒレを活用しない時と回答したものがT．G．で40．0％，Un．G．で41．7％，同  

じと回答したものがT．G．で12．0％，Un．G．で27．8％であった。以上のことから，  

バタ足キック泳において足ひれを活用することで，全体の約65％から85％に，足で感じる  

水の抵抗感や脚の鞭運動のやり易さの点が高まるという傾向がみられた。また，膝の曲が  

りの大きさの比較については，Un．G．で足ひれを活用した条件が小さいとする自己評  

価傾向が認められた。   

図8－3は，被験者全員を対象とした足ひれの活用についての事後アンケート調査結果  

もドルフィンキック泳に関する3つの質問項目についてT．G．とUn．G．別に，横  

軸にそれぞれのグループの被験者数を100％として示している。足で感じる水の抵抗感の  

大きい条件については，足ヒレを活用した時と回答したものがT．G．で76．9％，Un．  

G．で85．7％，足ヒレを活用しない時と回答したものがT．G．で19．2％，Un．G．で  

11．4％，同じと回答したものがT．G．で3．8％，Un．G．で2．9％，脚の鞭運動のやり  

易さについては，足ヒレを活用した時と回答したものがT．G．で96．0宛，Un．G．で   
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図8－1クロールにおける足ひれ（フィン）をC．装着しない条件とF．装着した条件  
で泳いだ後の足ひれ活用の効果についてアンケート調査結果  
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図8－2 バタ足キックにおける足ひれ（フィン）をC．装着しない条件とF．装着した  
条件で泳いだ後の足ひれ活用の効果についてアンケート調査結果  
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図8－3 ドルフィンキック泳における足ひれ（フィン）をC．装着しない条件と  
F．装着した条件で泳いだ後の足ひれ活用の効果について  
アンケート調査結果   
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86．1％，足ヒレを活用しない時と回答したものがT．G．で4．0％，Un．G．で5．6％，  

同じと回答したものがT．G．で0％，Un．G．で8．3％，膝の曲がりの大きい条件に  

ついては，足ヒレを活用した時と回答したものがT．G．で56．096，Un．G．で36．1％  

で，足ヒレを活用しない時と回答したものがT．G．で36．0％，Un．G．で47．2％，同  

じと回答したものがT．G．で8．0％，Un．G．で16．7％であった。以上のことから，  

ドルフィンキック泳において足ひれを活用することで，全体の約80％から95％に，足で感  

じる水の抵抗感や脚の鞭運動のやり易さの点が高まるという傾向がみられた。また，膝の  

曲がりの大きさの比較については，Un．G．で足ひれを活用した条件が小さいとする自  

己評価傾向が認められた。  

5∴各泳法における足ひれ（フィン）をC．装着しない条件とF．装着した条件間のタ  

イム差のレベルと足ひれ活用効果の関係  

足こ∫れ交力栗の巨司勧善り合（％）  
100  

80  

60   

40   

20  

0  
ー4  

「ヽ＝＝19  
4－8  
rr＝20  

条件C≠Fのタイ∠ユ羞（手少）  

普 ストーノ＿1たライン ロニ．⊥．三グ   

∈き －  

n＝23  

図9－1クロールにおける足ひれ（フィン）をC．装着しない条件とF．装着した  
条件聞でのタイム差と足ひれ活用効果の関係   

図9－1は，被験者全員を対象とした足ひれの活用についての事後アンケート調査にお  

ける「足ひれを活用した時」と回答した結果について，クロールの2条件C・F間におけ  

るタイム差を4秒未満，4秒以上8秒未満，8秒以上の3レベルごとに，縦軸にそれぞれ  

のタイム差レベルの被験者数を100％として示している。呼吸のやり易さについて足ヒレ  

を活用した時と回答したものが4秒未満レベルで38．3，4秒以上＄秒未満レベルで50．0％，  

8秒以上レベルで63．5％，ストリームラインのつくり易さについては，足ヒレを活用した  

時と回答したものが4秒未満レベルで67．5，4秒以上8秒未満レベルで80．0％，8秒以上  

レベルで69．4％，ローリングのスムーズさについては，足ヒレを活用した時と回答したも  

のが4秒未満レベルで60．8，4秒以上8秒未満レベルで70．0％，8秒以上レベルで75．6％  

であった。以上のことから，クロールにおける呼吸のやり易さについての足ひれ活用効果  

は，2条件C・F間におけるタイム差のレベルが大きくなるにつれて割合も増加する傾向  

がみられた。また，ストリームラインのつくり易さとローリングのスムーズさについての  

足ひれ活用効果は，2条件C・F間におけるタイム差のレベルに関係なく約60％から80％  

を示した。   
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克己こ∫れ効果の【亘I害の害り合（％）  
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図9－2 バタ足キック泳における足ひれ（フィン）をC．装着しない条件と  
F．装着した条件間でのタイム差と足ひれ活用効果の関係   

図9－2は，枚数者全員を対象とした足ひれの活用についての事後アンケート調査結果  

もバタ足キック泳の2条件C・F間におけるタイム差を5秒未満，5秒以上10秒未満，  

10抄以上15秒未満，15秒以上の4レベルごとに，縦軸にそれぞれのタイム差レベルの被験  

者数を100％として示している。足で感じる水の抵抗感の大きい条件について足ヒレを活  

用した時と回答したものが5秒未満レベルで33．3タ‘，5秒以上10秒未満レベルで69．0％，  

10秒以上15秒未満84．2％，15秒以上レベルで58．9％，卿の鞭運動のやり易さについては，  

足ヒレを活用した時と回答したものが，5秒未満レベルで66．7％，5秒以上10秒未満レベ  

ルで79．3％，10秒以上15秒未満73．7％，15秒以上レベルで75．0％，膝の曲がりの大きい条  

件については，足ヒレを活用した時と回答したもめが5秒未満レベルで100．0％，5秒以  

上10秒未満レベルで32．1％，10秒以上15秒未満42．1％，1ち抄以上レベルで32．1％であった。  

以上のことから，ノiタ足キック泳における足で感じる水の抵抗感や脚の鞭運動のやり易さ  

についての足ひれ活用効果は，2条件C・F間におけるタイム差のレベルに関係なく約60  

％から錮％を示した。また，膝の曲がりの大きさについての足ひれ活用効果は，2条件C  

・F間におけるタイム差のレベルに関係なく，膝の曲がりの大きさは，足ひれを活用した  

条件が小さいとする自己評価傾向が認められた。  

ノ∈巨こ∫れ効果の【亘I害の書り合（％）  
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図9－3 ドルフィンキック泳における足ひれ（フィン）をC．装着しない条件と  
F，装着した条件間でのタイム差と足ひれ活用効果の関係   

図9－3は，被験者全員を対象とした足ひれの活用についての事後アンケート調査結果  

を，ドルフィンキック泳の2条件C・F間におけるタイム差を5秒未満，5秒以上10秒未   
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満，10秒以上の3レベルごとに，縦軸にそれぞれのタイム差レベルの被験者数を100％と  

して示している。足で感じる水の抵抗感の大きい条件について足ヒレを活用した時と回答  

したものが5秒未満レベルで100．0％，5秒以上10秒未満レベルで63．6％，10秒以上  

15秒未満84．8タ‘，脚の鞭運動のやり易さについては，足ヒレを活用した時と回答したもの  

が，5秒未満レベルで50．0％，5秒以上10秒未満レベルで100．0％，10秒以上15秒未満  

91、3％，膝の曲がりの大きい条件については，足ヒレを活用した時と回答したものが5秒  

未満レベルで0％，5秒以上10秒未満レベルで63．6％，10秒以上15秒未満39．1％であった。  

以上のことから，ドルフィンキック泳における足で感じる水の抵抗感や脚の鞭運動のやり  

易さについての足ひれ活用効果は，2条件C・F聞におけるタイム差のレベルに関係なく  

約60％から100％を示した。また，膝の曲がりの大きさについての足ひれ活用効果は，2  

条件C・F間におけるタイム差のレベルに関係なく，足ひれを活用すると膝の曲がりが大  

きくなるものが約45％いることが認められた。  

Ⅳ 考 察  

本研究では，年齢19歳から22歳までの健康な大学生62名を対象に，クロールやバタフラ  

イのタイムとそれぞれのキックだけのタイムを22mの距離で，足に足ひれ（フィン）を装  

着した条件を加えて測定し，またさらには，足ひれの活用に関するアンケート調査を実験  

後に実施することによって，水泳の指導手段としての足ひれの活用について検討した。   

1．各泳法における足ひれ（フィン）をC．装着しない条件とF．装着した条件閤のタ  

イムの相関関係   

各泳法における足ひれをC．装着しない条件（以下Cと略記する）とF．装着した条件  

（以下Fと略記する）聞のタイムの相関関係について，表2及び図1・2・3・4の結果  

から，22mクロールにおいて，被験者全体及び，クロールの泳力が50m以上あるグループ  

（Trained Group 23名 以下T．G．と略記する）・22m以上50m未満の  

グループ（Unt rained Group 39名 以下Un．G．と略記する）別でも，  

両条件間に統計的に有意な相関関係が認められたことから，22mクロールについて，足ひ  

れをC．条件でタイムが速いものはF．条件でもタイムが速く，クロールの足ひれ活用に  

よる泳力への制限的影響はみられなかった。また，22mパタ足キック泳において，被験者  

全休及び，T．G．・Un．G．別でも，両条件間に統計的に有意な相関関係が認められ  

たことから，22mパタ足キック泳についても，足ひれをC．条件でタイムが速いものはF．  

条件でもタイムが速く，22mバタ足キッ 

られなかった。22mドルフィンキック泳において，被験者全体及び，T．G．・Un．G．  

別でも，両条件間に統計的に有意な相関関係が認められたことから，22mドルフィンキッ  

ク泳についても，足ひれをC．条件でタイムが速いものはF．条件でもタイムが速く，22  

mドルフィンキック泳の足ひれ活用による泳力への制限的影響はみられなかった。22mバ  

タフライにおいて，被験者全体及び，T．G．・Un．G．別でも，両条件間に統計的に  

有意な相関関係及び傾向が認められたことから，22mバタフライについても，足ひれをC．  

条件でタイムが速いものはF．条件でもタイムが速く，22mバタフライの足ひれ活用によ   
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る泳力への制限的影響はみられなかった。以上のことから，各泳法において，足ひれをC．  

条件でタイムが速いものはF．条件でもタイムが速く，‘足ひれ活用による泳力への制限的  

影響は認められなかった。  

2．各泳法における足ひれ（フィン）をC．装着しない条件とF．装着した条件間のタ  

イムの差   

各泳法における足ひれをC．条件とF．条件間のタイムの差（A＝C．条件でのタイ  

ムーF．条件でのタイム）について，図5の結果から，まず22mクロールにおいては，被  

験者全体及び，T．G．・Un．G．別で，両条件間に統計的に有意な差が認められたこ  

とから，22mクロールで足ひれをF．条件のタイムは，C．条件よりも速いこと，また，  

T．G．のC．条件とF．条件間のタイムの差は，Un．G．のC．条件とF．条件間の  

タイムの差よりも，統計的に有意に小さいことが認められたことから，22mクロールの泳  

力が低いものに，足ひれ活用によるタイム短縮の効果が大きいことが推察された。また，  

22mバタ足キック泳において，被験者全体及び，T．G．・Un．G．別で，両条件間に  

統計的に有意な差が認められたことから，22mバタ足キック泳で足ひれをF．条件のタイ  

ムは，C．条件よりも速いこと，また，T．G．のC．条件とF．条件間のタイムの差は，  

Un．G．のC．条件とF．条件間のタイムの差よりも，統計的に有意に小さいことが認  

められたことから，22mパタ足キック泳の泳力が低いものに，足ひれ活用によるタイム短  

縮の効果が大きいことが推察された。22mドルフィンキック泳において，被験者全体及び，  

T．G．・Un．G．別で，両条件間に統計的に有意な差が認められたことから，22mド  

ルフィンキック泳で足ひれをF．条件のタイムは，C．条件よりも速いこと，また，T．  

G．のC．条件とF．条件間のタイムの差は，Un．G．のC．条件とF．条件閤のタイ  

ムの差よりも，統計的に有意に小さいことが認められたことから，22mドルフィンキック  

泳の泳力が低いものに，足ひれ活用によるタイム短締の効果が大きいことが推察された。  

22mバタフライにおいて，被験者全体及び，T．G．・Un．G．別で，両条件間に統計  

的に有意な差が認められたことから，22mバタフライで足ひれをF．条件のタイムは，C．  

条件よりも速いこと，また，T．G．のC．条件とF．条件間のタイムの差は，Un．G．  

のC．条件とF．条件間のタイムの差よりも，統計的に有意に小さいことが認められたこ  

とから，22mバタフライの泳力が低いものに，足ひれ活用によるタイム短縮の効果が大き  

いことが推察された。以上のことから，各泳法において，足ひれをF．条件のタイムは，  

C．条件よりも速く，また，足ひれ活用に 

きいことが認められた。   

各泳法間における足ひれをC．条件とF．条件間のタイム差（△＝C．条件でのタイ  

ムーF．条件でのタイム）の比較については，図6の結果から，被験者全休においてC．  

条件とF．条件間のタイムの差は，クロールよりもバタ足キック泳で，またバタ足キック  

泳よりもドルフィンキック泳で大きいことが統計的に有意に認められたことから，キック  

泳，特にドルフィンキック泳では，足ひれ活用によるタイム短縮の効果が大きいことが推  

察された。また，T．G．においてもC．条件とF．条件間のタイムの差は，クロールよ  

りもバタ足キック泳で，またバタ足キック泳よりもドルフィンキック泳で大きいことが統  

計的に有意に認められたことから，キック泳，特にドルフィンキック泳で，足ひれ活用に   
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よるタイム短縮の効果が大童いことが推察された。Un．G．においてもC．条件とF．  

条件間のタイムの差は，クロールよりもパタ足キック泳で，またバタ足キック泳よりもド  

ルフィンキック泳で大きいことが統計的に有意に認められたことから，キック泳，特にド  

ルフィンキック泳で，足ひれ活用によるタイム短縮の効果が大きいことが推察された。以  

上のことから，足ひれ活用によるタイム短縮の効果は，キック泳，特にドルフィンキック  

泳で大きいことが認められた。この泳力の向上と重要な関係にあるキック泳℡〉8）1りに特  

に足ひれ活用の効果が大きくみられることは，水泳指導における足ひれの活用の重要性が  

高いことを示唆していると考えられた。また，このように，足ひれ活用による泳力向上の  

疑似体験は，特に初心者に必要な「自己遂行可能感」すなわち自信をつけるための直接休  

附こよる達成や情動的喚起○）を可能にすることで，心理学的にも効果をあげているのでは  

ないかと考えられた。  

3．各泳法における足ひれ（フィン）をC．条件・F．装着した条件の2条件の測定順  

序によるタイムへの影響   

各泳法における足ひれをC．条件・F．条件の2条件の測定順序によるタイムヘの影響  

について，図7の結果から，T．G．の足ひれをC．条件のタイムにおいては，どの泳法  

においても，最初に足ひれをF．条件で泳いでその後C．条件で泳ぐグループと，最初に  

足ひれをC．条件で泳いでその後F．条件で泳ぐグループの間には統計的に有意な差はな  

く，C．F．2条件の測定順序によるタイムへの影響認められなかった。Un．G．の足  

ひれをC．条件のタイムにおいては，クロールとドルフィンキック泳において，最初に足  

ひれをF．条件で泳いでその後C．条件で泳ぐグループが，最初に足ひれをC．条件で泳  

いでその後F．条件で泳ぐグループよりも統計的に有意にタイムが速いことが認められた  

ことから，泳力の低いものでは，クロールとドルフィンキック泳において，足ひれを1回  

活用して泳ぐことで，その後にタイムの短縮効果すなわち泳力の向上があることが推察さ  

れた。以上のことから，足ひれの活用後の泳力の向上は，泳力の高いものよりも低いもの  

にある可能性が示唆され，今後さらに詳細な実験による検討が必要であることが考えられ  

た。この足ひれ活用後の泳力の向上が，特に泳力の低いものにみられることは，足ひれの  

活用が水泳の初心者指導で有効性が高いことが示唆された。  

4．足ひれ（フィン）をC．装着しない条件とF．装着した条件で泳いだ後の足ひれ活  

用の効果についてのアンケート調査   

被験者全員を対象とした各泳法に関する3つの質問項目における足ひれの活用について  

の事後アンケート調査ついては，図8－1の結果から，クロールにおいて，足ひれを活用  

することで，Un．G．の約半数に，呼吸が楽になるという傾向がみられ，泳力の低いも  

のには，足ひれの活用がクロールにおける呼吸のやり易さを助長する傾向が推測された。  

この呼吸が楽になることは，先行研究の結果からも望〉1）泳力向上の重要な要素であると考  

えられる。また，全体の約60％から80％に，ストリームラインのつくり易さやローリング  

のスムーズさの点で楽になるという傾向がみられ，足ひれの活用が，クロールのストリー  

ムラインのつくり易さやローリングのスムーズさを助長することが考えられた。   

また，図8－2の結果から，バタ足キック泳において，足ひれを活用することで，全体   
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の約65％から85％に足で水をキャッチする感覚や脚の鞭運動のやり易さの点が高まるとい  

う傾向がみられ，足ひれの活用が，バタ足キック泳における足で感じる水の抵抗感や脚の  

鞭運動のやり易さを助長することが推測された。また，膝の曲がりの大きさの比較につい  

ては，Un．G．で足ひれを活用した条件が小さいとする自己評価傾向が認められ 泳カ  

の低いものでは，バタ足キック泳における足ひれの活用が膝の曲がりの大きさを抑える感  

覚を高める傾向があることが考えられた。   

図8－3の結果から，ドルフィンキック泳において，足ひれを活用することで，全体の  

約80％から95％に，足で水をキャッチする感覚や脚の鞭運動のやり易さの点が高まるとい  

う傾向がみられ，足ひれの活用が，ドルフィンキック泳における足で感じる水の抵抗感や  

脚の鞭運動のやり易さを，パタ足キック泳での活用よりもさらに助長することが推測され  

た。また，膝の曲がりの大きさの比較については，Un．G．で足ひれを活用した条件が  

小さいとする自己評価傾向が認められ，泳力の低いものでは，バタ足キック泳同様ドル  

フィンキック泳においても足ひれの宿用が膝の曲がりの大きさを抑える感覚を高める傾向  

があることが考えられた。   

以上のことから，クロールにおける足ひれの活用は，クロールの泳力が低いものに呼吸  

のやり易さを助長し，また，ストリームラインのつくり易さやローリングのスムーズさを  

も助長することが推察された。また，バタ足キック泳やドルフィンキック泳における足ひ  

れの活用は，足で感じる水の抵抗感や脚の鞭運動のやり易さを助長し，膝の曲がりの大畠  

さを抑える感覚を高める傾向があることが推察された。  

5．各泳法における足ひれ（フィン）をC．装着しない条件とF．装着した条件間のタ  

イム差のレベルと足ひれ活用効果の関係   

各泳法における足ひれをC．条件とF．条件聞のタイム差のレベルと足ひれ活用効果の  

関係については．図9－1の結果から，クロールにおける呼吸のやり易さについての足ひ  

れ活用効果は，2条件C・F間におけるタイム差のレベルが大きくなるにつれて割合も増  

加する傾向がみられ，足ひれの活用によるタイムの短縮効果が大きいほど，クロールにお  

ける呼吸のやり易さを助長する傾向が推測された。また，ストリームラインのつくり易さ  

とローリングのスムーズさについての足ひれ活用効果は，2条件C・F間におけるタイム  

差のレベルに関係なく全体の約60％から80％を示したことから，足ひれの活用によるタイ  

ムの短縮効果の大きさに関係なく，足ひれの活用が，クロールのストリームラインのつく  

り易さやローリングのスムーズさを助長することが考えられた。   

また，図9－2の結果から，バタ足キック泳における足で感じる水の抵抗感や脚の鞭運  

動のやり易さについての足ひれ活用効果は，2条件C・F聞におけるタイム差のレベルに  

関係なく約60％から80％を示したことから，足ひれの活用によるタイムの短紆効果の大き  

さに関係なく，足ひれの活用が，バタ足キック泳における足で感じる水の抵抗感や脚の鞭  

運動のやり易さを助長することが考えられた。また，膝の曲がりの大きさについての足ひ  

れ活用効果も，2条件C・F間におけるタイム差のレベルに関係なく，膝の曲がりの大き  

さは，足ひれを活用した条件が小さいとする自己評価傾向が認められたことから，足ひれ  

の活用によるタイムの短縮効果の大きさに関係なく，足ひれの活用が，バタ足キック泳に  

おける膝の曲がりの大きさを抑える感覚を高める傾向があることが考えられた。   
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図9－3の結果から，ドルフィンキック泳における足で感じる水の抵抗感や脚の鞭運動  

のやり易さについての足ひれ活用効果は，2条件C・F間におけるタイム差のレベルに関  

係なく約60％から100％を示しことから，足ひれの活用によるタイムの短縮効果の大きさ  

に関係なく，足ひれの活用が，ドルフィンキック泳における足で感じる水の抵抗感や脚の  

鞭運動のやり易さを助長することが考えられた。また，膝の曲がりの大きさについての足  

ひれ活用効果は，2条件C・F閤におけるタイム差のレベルが大きいはど，膝の曲がりの  

大きさは，足ひれを活用した条件が小さいとする自己評価傾向が認められたことから，足  

ひれの活用によるタイムの短締効果が大きいほど，足ひれの活用が，ドルフィンキック泳  

における膝の曲がりの大きさを抑える感覚を高める傾向があることが考えられた。   

以上のことから，クロールにおける呼吸のやり易さは，足ひれの活用によるタイムの短  

縮効果が大きいほど助長され，また，ストリームラインのつくり易さやローリングのス  

ムーズさについては，足ひれの活用によるタイムの短縮効果の大童さに関係なく助長され  

る傾向が推察された。また，バタ足キック泳やドルフィンキック泳における足ひれの活用  

は，足ひれの活用によるタイムの短締効果の大きさに関係なく，足で感じる水の抵抗感や  

脚の鞭運動のやり易さを助長し，膝の曲がりの大きさを抑える感覚を高める傾向があるこ  

とが推察された。  

Ⅴ 椿 清  

本研究は，年齢19歳から22歳までの健康な大学生62名を対象に，クロールやバタフライ  

のタイムとそれぞれのキックだけのダイムを22mの隆能で，足に足ひれ（フィン）を装  

着した条件を加えて測定し，またさらには，足ひれの活用に関するアンケート調査を実験  

後に実施することによって，水泳の指導手段としての足ひれの活用について検討し，以下  

の結果を得た。   

（1）各泳法において，足ひれをC．装着しない条件でタイムが速いものはF．装着し  

た条件でもタイムが速く，足ひれ活用による泳力への制限的影響は認められな  

かった。   

（2）足ひれ活用条件によるタイム短縮の効果は，キック泳，特にドルフィンキック泳  

で大きいことが認められた。   

（3）足ひれ活用後の泳力の向上は，泳力の高いものよりも低いものにある可能性が示  

唆され，今後さらに詳細な実験による検討が必要であることが考えられた。   

（4）クロールにおける足ひれの活用は，クロールの泳力が低いものに呼吸のやり易さ  

を助長し，また，ストリームラインのつくり易さやローリングのスムーズさをも  

助長することが推察された。また，バタ足キック泳やドルフィンキック泳におけ  

る足ひれの活用は，足で感じる水の抵抗感や脚の鞭運動のやり易さを助長し，膝  

の曲がりの大きさを抑える感覚を高める傾向があることが推察された。   

（5）クロールにおける呼吸のやり易さは，足ひれの活用によるタイムの短縮効果が大  

きいほど助長され，また，ストリームラインのつくり易さやローリングのスムー  

ズさについては，足ひれの活用によるタイムの短縮効果の大きさに関係なく助長  

される僚向が推察された。また，バタ足キック泳やドルフィンキック泳における   
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足ひれの活用は，足ひれの活用によるタイムの短縮効果の大きさに関係なく，足 

で感じる水の抵抗感や脚の鞭運動のやり易さを助長し，膝の曲がりの大きさを抑  

える感覚を高める傾向があることが推察された。   

以上のことから，水泳指導において，足ひれ（フィン）を活用することは，活用条件時  

のタイムの短縮や活用後の泳力の向上，とりわけ泳力の向上と重要な関係にあるキック泳  

に効果がみられ，また呼吸などの指導上重要なポイントを効果的に助長することが認めら  

れ，補助具としての有効性が高いことが推察された。  
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